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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料または非昇華性染料の粒子を含有する転写物質を含む供与体層を備えた供与体要素
と、
　以下の、
　　（ａ）受容体支持体と、
　　（ｂ）前記転写物質を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された受容層と
を備えた受容体要素とを備える、レーザー誘起熱転写方法に使用される集成体であって、
　前記受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして７０重量％～１０
０重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエステル
組成物の重量を基準にして、
　　　（ｉ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との
組合せである２０％～１００％の第１のエステル基と、
　　　（ｉｉ）アセチル基である０～２５％の第２のエステル基と、
　　　（ｉｉｉ）０～１０％のヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物の重量は
、前記セルロースエステル組成物の重量よりも大きく、前記受容層は、前記供与体層に隣
接することを特徴とする集成体。
【請求項２】
　支持体に剥離可能に接合された供与体層を備えた供与体要素であって、前記供与体層が
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顔料または非昇華性染料の粒子を含有する転写物質を含む供与体要素と、
　　以下の、
　　　（ａ）受容体支持体と、
　　　（ｂ）前記転写物質を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された画像受容層
とを備えた受容体要素とを備えた、レーザー誘起熱転写方法に使用される集成体を形成す
る工程、および
前記転写物質を前記画像受容層に転写させて画像化受容体を形成するのに十分な化学線で
前記集成体を画像様に露光する工程を含む画像化要素形成方法であって、
　前記画像受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして７０重量％～
１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエス
テル組成物の重量を基準にして、
　　　　（ｉ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基と
の組合せである２０％～１００％の第１のエステル基と、
　　　　（ｉｉ）アセチル基である０％～２５％の第２のエステル基と、
　　　　（ｉｉｉ）０％～１０％のヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物の重量は
、前記セルロースエステル組成物の重量よりも大きく、前記供与体層は、前記画像受容層
に隣接することを特徴とする画像化要素形成方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像様に露光された集成体から供与体要素の支持体を分離させて画像
化受容体の画像化表面を露出させる工程と、前記画像化受容体を透過性基材に接合させて
カラーフィルターを形成する工程とを含むことを特徴とするカラーフィルターの作製方法
。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法により作製されたカラーフィルターを、導電性コーティング、液
晶材料、および配向層を組合せる工程を含むことを特徴とする液晶ディスプレイデバイス
の作製方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レーザー誘起熱転写方法に供される受容体要素の画像受容層に関する。
【０００２】
　　（関連出願の相互参照）
　本願は、２００２年５月１３日出願の米国仮出願第６０／３８０，３４０号による利益
を請求する。該仮出願は、その全体が参照により本明細書に援用されるものとする。
【背景技術】
【０００３】
　レーザー誘起熱転写方法は、カラープルーフィング、電子回路製造、カラーフィルター
、リソグラフィー、および他の領域のような用途で使用される周知の画像形成方法である
。そのようなレーザー誘起方法としては、たとえば、染料昇華、染料転写、溶融転写、お
よび融除物質転写が挙げられる。これらの方法については、たとえば、バルドック（Ｂａ
ｌｄｏｃｋ）の英国特許公報（特許文献１）、ドブール（ＤｅＢｏｅｒ）の米国特許公報
（特許文献２）、ケロッグ（Ｋｅｌｌｏｇｇ）の米国特許公報（特許文献３）、エバンス
（Ｅｖａｎｓ）の米国特許公報（特許文献４）、フォーレイ（Ｆｏｌｅｙ）らの米国特許
公報（特許文献５）、エリス（Ｅｌｌｉｓ）らの米国特許公報（特許文献６）、および腰
塚らの米国特許公報（特許文献７）に記載されている。
【０００４】
　レーザー誘起方法では、（ａ）転写させる物質（たとえば、染料、顔料、または顔料着
色層のような着色材）を含む供与体層を含有する供与体要素と、（ｂ）受容表面を有する
接触状態にある受容体要素とを備えるレーザー適性集成体が使用される。レーザー適性集
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成体がレーザー（通常、赤外線レーザー）により画像様に露光されると、供与体要素の供
与体層から受容体要素の受容表面上または受容表面下まで物質が転写される。各画像様露
光は１回につきレーザー適性集成体の小選択領域にのみ行われ、その結果として、画像形
成性要素から受容体要素への転写物を、１回につき１ピクセルまたは１領域で堆積させる
ことができる。コンピューター制御により、高解像度かつ高速度で転写が達成される。先
に記載したようにレーザーによる画像様露光が行われた後のレーザー適性集成体を、これ
以降では、画像化レーザー適性集成体と呼ぶ。
【０００５】
　画像化レーザー適性集成体は、２つの要素、すなわち、（ｃ）非露光領域の物質を含有
する熱画像形成性要素と、（ｄ）露光領域から転写された物質を含有する画像化受容体要
素と、に分離可能である。後続の（多くの場合、異なる）画像様露光で他の物質を画像様
に転写するために、画像化受容体要素を新しいレーザー適性集成体に上述したごとく組み
入れることができる。そのような反復方法によれば、異なる集成体を用いて画像様に転写
された多くの異なる物質を組み入れてなる画像化受容体要素を作製することができる。た
とえば、マルチカラープルーフまたはカラーフィルターを作製するために、異なる物質は
、それぞれ、着色材を含みうる。画像化受容体要素は、それ自体、受容層と転写物質とを
含む多要素集成体と見なすことができ、カラープルーフ、カラーフィルター、または印刷
プレートとして有用でありうる。しかしながら、多くの場合、最終集成体（たとえば、カ
ラープルーフ、カラーフィルター、または印刷要素）を作製するために、画像化受容体要
素は、周知の技術により、他の要素または材料と併用される。
【０００６】
　受容体要素を利用するレーザー誘起熱画像形成方法および製品は、カスパー（Ｃａｓｐ
ａｒ）らの米国特許公報（特許文献８）、山崎らの米国特許公報（特許文献９）、および
臼杵らの米国特許公報（特許文献１０）に記載されている。米国特許公報（特許文献８）
では、カプロラクトンポリマーが受容体要素中で使用されている。
【０００７】
　米国特許公報（特許文献９）は、基材シートと、基材シートの少なくとも１つの表面上
に設けられた染料受容層と、基材シートの他の表面上に設けられたバッキング層とを含む
熱転写画像受容シートに関するものであり、染料受容層は、ポリカプロラクトンを含有す
る。
【０００８】
　米国特許公報（特許文献１０）には、熱転写法により高品質のカラー画像が形成される
と述べられている熱転写染料画像受容要素が開示されている。開示された熱転写染料画像
受容シートは、基材シートと、基材シートの少なくとも一方の面上に設けられた染料受容
層とを含み、染料受容層は、少なくとも変性ポリマー（すなわち、カプロラクトン変性セ
ルロース）を含有し、セルロースは、酢酸セルロース成分を含む。
【０００９】
　ポリマーブレンドの相溶性は、きわめて複雑な分野であり、多くの場合、結果を予測す
ることが困難である。剥離性、ブリーディング性、耐久性、固着性、ブロッキング性、接
着剤との相溶性、および清澄性、透明性、または透過性のようなポリマーブレンドの性能
特性は、経験的に決定しなければならないことが多い。しかしながら、利用可能性があり
、所望の性質を得るべく変化させることが容易であり、価格が安いという理由で、または
より新しい変性ポリマーの特性が未知であるかもしくはそれほど知られていないこととは
対照的に、ポリマーブレンドの成分の低い毒性のようなポリマーブレンド中の各成分の望
ましい特性に関する知識があるという点で、ポリマーブレンドが変性ポリマーよりも好ま
しいこともある。
【００１０】
　複数のレーザー適性集成体への組込みまたはパーマネントキャリヤー上へのラミネーシ
ョンのような最終製品を作製するのに必要な通常の取扱いに画像化受容体要素が耐えられ
ることが重要である。
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【００１１】
　最終的な最も外側の表面が環境に暴露される最終製品（たとえば、カラープルーフ、カ
ラーフィルター、または印刷プレート）として画像化受容体要素を直接使用するかまたは
最終製品に組み入れて使用することが望ましい。取扱い時および使用時、たとえば、最終
製品をスタッキングおよびアンスタッキングしたり、保持および剥離したり、または印刷
プロセスに使用したりする場合、最終的な最も外側の表面が耐久性をもち、かつブロッキ
ングに対して抵抗性をもつことが重要である。多くの場合、たとえば、カラープルーフま
たはカラーフィルターを形成するために、受容体上に画像様に転写された任意の着色物質
を目視できるようにまたはそれを貫通して投光できるように、最終外表面を十分に透過性
にすることが有用である。
【００１２】
【特許文献１】英国特許第２，０８３，７２６号明細書
【特許文献２】米国特許第４，９４２，１４１号明細書
【特許文献３】米国特許第５，０１９，５４９号明細書
【特許文献４】米国特許第４，９４８，７７６号明細書
【特許文献５】米国特許第５，１５６，９３８号明細書
【特許文献６】米国特許第５，１７１，６５０号明細書
【特許文献７】米国特許第４，６４３，９１７号明細書
【特許文献８】米国特許第６，２９４，３０８号明細書
【特許文献９】米国特許第５，８３４，１５４号明細書
【特許文献１０】米国特許第６，３１６，３８５号明細書
【特許文献１１】米国特許第５，０８５，６９８号明細書
【特許文献１２】米国特許第４，７７８，１２８号明細書
【特許文献１３】米国特許第４，９４８，７７８号明細書
【特許文献１４】米国特許第４，９５０，６３９号明細書
【特許文献１５】米国特許第４，９４８，７７７号明細書
【特許文献１６】米国特許第４，９５２，５５２号明細書
【特許文献１７】米国特許第５，７７３，１８８号明細書
【特許文献１８】米国特許第５，６２２，７９５号明細書
【特許文献１９】米国特許第５，５９３，８０８号明細書
【特許文献２０】米国特許第５，３３４，５７３号明細書
【特許文献２１】米国特許第５，２５６，５０６号明細書
【特許文献２２】米国特許第５，４２７，８４７号明細書
【特許文献２３】米国特許第５，６８１，６８１号明細書
【特許文献２４】米国特許第５，５３４，３８７号明細書
【特許文献２５】米国特許第５，５２１，０３５号明細書
【特許文献２６】米国特許第５，１６６，０２６号明細書
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、熱転写画像を受容するための受容体要素において、
　受容体支持体と、
　熱転写画像を受容すべく該受容体支持体の表面に適用された画像受容層であって、該画
像受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７０重量％～約１０
０重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエステル
組成物の重量を基準にして、（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニ
ル基とブチリル基との組合せである約２０％～約１００％の第１のエステル基と、（ｂ）
アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、（ｃ）約１０％までのヒドロキシ
ル基とを含むセルロースエステル組成物とを含み、該カプロラクトンポリマー組成物対該
セルロースエステル組成物の重量比は、約１対１よりも大きい画像受容層と
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を備えることを特徴とする受容体要素に関する。
【００１４】
　本発明はまた、受容体要素の画像受容層を形成するための配合物であって、熱転写画像
を受容するための該配合物が、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７
０重量％～１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セル
ロースエステル組成物の重量を基準にして、（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基ま
たはプロピオニル基とブチリル基との組合せである約２０％～約１００％の第１のエステ
ル基と、（ｂ）アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、（ｃ）約１０％ま
でのヒドロキシル基とを含むセルロースエステル組成物とを含み、該カプロラクトンポリ
マー組成物対該セルロースエステル組成物の重量比が、約１対１よりも大きいことを特徴
とする配合物に関する。
【００１５】
　本発明はさらに、転写物質を含む供与体層を備えた供与体要素と、次の（ａ）受容体支
持体と、（ｂ）該転写物質を受容すべく該受容体支持体の表面に適用された受容層とを備
えた受容体要素とを備える集成体であって、該受容層は、カプロラクトンポリマー組成物
の全重量を基準にして約７０重量％～１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクト
ンポリマー組成物と、セルロースエステル組成物の重量を基準にして、（ｉ）プロピオニ
ル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組合せである約２０％～
約１００％の第１のエステル基と、（ｉｉ）アセチル基である約２５％までの第２のエス
テル基と、（ｉｉｉ）約１０％までのヒドロキシル基とを含むセルロースエステル組成物
とを含み、該カプロラクトンポリマー組成物対該セルロースエステル組成物の重量比は、
約１対１よりも大きく、該受容層は、該供与体層に隣接することを特徴とする集成体に関
する。
【００１６】
　さらにまた、本発明は、支持体に剥離可能に接合された供与体層を備えた供与体要素で
あって、前記供与体層が転写物質を含む供与体要素と、以下の、（ａ）受容体支持体と、
（ｂ）前記転写物質を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された画像受容層とを備
えた受容体要素とを備えた集成体を形成する工程、および前記転写物質を前記画像受容層
に転写させて画像化受容体を形成するのに十分な化学線で前記集成体を画像様に露光する
工程を含む画像化要素形成方法であって、該画像受容層は、カプロラクトンポリマー組成
物の全重量を基準にして約７０重量％～１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラク
トンポリマー組成物と、セルロースエステル組成物の重量を基準にして、（ｉ）プロピオ
ニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組合せである約２０％
～約１００％の第１のエステル基と、（ｉｉ）アセチル基である約２５％までの第２のエ
ステル基と、（ｉｉｉ）約１０％までのヒドロキシル基とを含むセルロースエステル組成
物とを含み、該カプロラクトンポリマー組成物対該セルロースエステル組成物の重量比は
、約１対１よりも大きく、該供与体層は、該画像受容層に隣接することを特徴とする画像
化要素形成方法に関する。
【００１７】
　さらには、本発明は、画像様に露光された集成体から供与体要素の支持体を分離させて
画像化受容体の画像化表面を露出させる工程と、画像化受容体を透過性基材に接合させる
ことと、次に、画像化表面を導電性層に関連づける工程とを含むことを特徴とするカラー
フィルターの作製方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　レーザー誘起熱転写画像形成に供される方法および製品を開示する。ここで、受容体要
素は、画像化受容体要素を提供し、さらに画像化受容体要素の構成要素を組み入れた、取
扱いに対する耐久性およびブロッキングに対する抵抗性を有する中間製品または最終製品
を提供する。受容体要素は、レーザー誘起熱画像形成方法を用いる多種多様な用途で有利
に使用することができる。
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【００１９】
　本発明は、画像受容層の配合物に関する。画像受容層は、少なくとも２種の組成物を含
む配合物から作製される。画像受容層は、耐久性がありかつブロッキングに対して抵抗性
があることが判明した。配合物は、（１）カプロラクトンポリマー組成物と（２）セルロ
ースエステル組成物とを含み、好ましくは、カプロラクトンポリマー組成物対セルロース
エステル組成物の重量比は、１対１よりも大きい。
【００２０】
　カプロラクトンポリマー組成物は、１種以上のオリゴマー、ポリマー、コポリマー、ま
たは構造化ポリマーの組成物であり、カプロラクトンポリマー組成物の約７０重量％超は
、モノマー単位のカプロラクトン（６－ヘキサノラクトンおよび２－オキセパノンとして
も知られ、ＣＡＳ＃［５０２－４４－３］を有する）から誘導される。カプロラクトンポ
リマー組成物の重量を基準にして、より好ましくはカプロラクトンポリマー組成物の約７
０～１００％、とくに約９０～１００％は、モノマー単位のカプロラクトンから誘導され
る。好ましいカプロラクトンポリマー組成物は、トネ（ＴＯＮＥ（登録商標））Ｐ－７８
７ホモポリマー（ＣＡＳ＃［２４９８０－４１－４］、コネチカット州ダンベリーのユニ
オン・カーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ，Ｄａｎｂｕｒｙ，ＣＴ））である。
【００２１】
　セルロースエステル組成物は、セルロースから誘導される。セルロースは、約３０重量
％のヒドロキシル基を含有し、本発明のセルロースエステル組成物では、それらのヒドロ
キシル基の一部は、エステルに変換されている。セルロースエステル組成物のエステル含
有率および残りのヒドロキシル含有率は、ＡＳＴＭ　Ｄ８１７－９６の方法により決定さ
れる。典型的には、エステルは、アセチル基、プロピオニル基、およびブチリル基を含む
。本発明の特定のセルロースエステル組成物では、ＡＳＴＭ　Ｄ８１７－９６の方法によ
り決定したとき、すべてのプロピオニル基およびブチリル基を合わせた含有率は、重量基
準でセルロースエステル組成物の少なくとも約２０％を占め、すべてのアセチル基の含有
率は、多くとも約２５％を占め、そしてすべてのヒドロキシル基の含有率は、多くとも約
１０％を占める。
【００２２】
　セルロースエステル組成物は、プロピオニル基もしくはブチリル基またはそれらの組合
せのエステルである約２５重量％超かつ約１００重量％までのエステルを含有することが
好ましい。セルロースエステル組成物は、約１０重量％未満かつ約０重量％までのアセチ
ルエステル基を含有することが好ましい。セルロースエステル組成物は、約５重量％未満
のヒドロキシル基を含有することが好ましく、より好ましくは約３％未満であり、約０％
であればさらに好ましい。
【００２３】
　表１は、セルロースアセテートブチレート（ＣＡＢ、ＣＡＳ＃［９００４－３６－８］
）およびセルロースアセテートプロピオネート（ＣＡＰ、ＣＡＳ＃［９００４－３９－１
］）と命名された、テネシー州キングスポートのイーストマン・ケミカル・カンパニー（
Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）から
入手可能ないくつかの好ましいセルロースエステル組成物を示す。本発明に有用なセルロ
ースエステルの組合せは、摂氏約１２０～約２２０度の融解範囲、摂氏約９０～約１５０
度のガラス転移温度、および約５，０００～約１５０，０００ダルトンの分子量を有しう
る。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　典型的には、画像受容層の配合物は、少なくとも２種の組成物をブレンドすることによ
り作製される。好ましくは、配合物は、約４５～約１０部のセルロースエステル組成物に
対して約５５～約９０部のカプロラクトンポリマー組成物を含み（２種の組成物の重量部
の合計を、それらがどんな割合を占めるかに関係なく、随意、１００になるようにする）
、最も好ましくは、約３０部のセルロースエステル組成物に対して約７０部のカプロラク
トンポリマー組成物を使用する。配合物に対して溶媒を使用することも可能であり、典型
的には、両方のポリマーを溶解することのできる有機極性溶媒が使用される。両方のポリ
マーに好適な溶媒の例は、テトラヒドロフランである。溶媒のブレンドが有用なこともあ
る。溶媒ブレンドでは、第１の溶媒はカプロラクトンに好適であり、第２の溶媒はセルロ
ースエステルに好適である。好適なブレンドの例は、固形分１０％レベルにおいて、メチ
ルエチルケトンとアセトンとの５０：５０ブレンドである。
【００２６】
　本発明の配合物をレーザー適性集成体の画像受容要素中の受容層として使用する場合、
多くの利点が得られる。最も顕著な点として、受容表面は、低タック性を有し、好ましく
は非タック性であり、ブロッキングに対して抵抗性があり、好ましくは非ブロッキング性
であり、そして良好な耐久性を有し、その結果として、容易な取扱いおよび使用特性が得
られる。受容層は、顔料着色層のような供与体要素から転写された物質の良好な保持性を
有するだけでなく、所定の支持体から良好に剥離される。受容層は、良好な視覚的清澄性
を有しており、清澄性を損なうおそれのあるスカッフィングおよびマーリングに対して抵
抗性を示し、しかも、これまでは、タック性であるか、変形可能であるか、容易にマーリ
ングを生じやすいか、または軟質である接着材料に関連づけられてきた転写物質の良好な
固着性および保持性を依然として呈する。受容層はまた、エンボスドパターンを保持する
ことが判明した。
【００２７】
　このブレンドの特定の使用は、画像受容要素でなされる。その使用方法は、図面を参照
することにより理解することができる。
【００２８】
　図１に示されるように、本発明の方法に係る、熱画像形成に有用な代表的供与体要素は
、顔料着色層でありうる供与体層（１４）と、オプションのエジェクション層（１２）お
よび加熱層（１３）を含む、コーティング可能な表面を有するベース要素とを含む。これ
らの各層は、独立した異なる機能を有する。場合により、さらに供与体要素支持体（１１
）が存在していてもよい。一実施形態では、加熱層（１３）は、供与体要素支持体（１１
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）上に直接存在しうる。
【００２９】
　好ましい一ベース要素は、場合により供与体要素支持体（１１）上のエジェクション層
（１２）またはサビング層（１２）と、加熱層（１３）とを含む。
【００３０】
　供与体要素支持体は、フィルムであってもよい。好ましくは、供与体要素支持体は、厚
肉（４００ゲージ）共押出ポリエチレンテレフタレートフィルムのようなポリエステルフ
ィルムでありうる熱可塑性フィルムである。そのほか、供与体要素支持体は、処理された
ポリエステル、とくに、加熱層を受容するようにプラズマ処理されたポリエチレンテレフ
タレートであってもよい。供与体要素支持体をプラズマ処理する場合、通常、供与体要素
支持体上にサビング層もエジェクション層も設けない。場合により、供与体要素支持体上
にバッキング層を設けてもよい。このバッキング層は、供与体要素支持体のバック面に粗
面化表面を提供するように、充填剤を含有しうる。そのほか、供与体要素支持体のバック
表面に粗面化表面を提供するように、供与体要素支持体自体がシリカのような充填剤を含
有しうる。
【００３１】
　エジェクション層（１２）は、図１に示されるように、露光領域で供与体層から受容体
要素への転写を引き起こす力を提供する層である。好ましくは、エジェクション層は可撓
性である。加熱時、この層は、ガス状分子に分解して、供与体層の露光領域を受容体要素
上に推進させたりまたは押し出したりするのに必要な圧力を提供する。比較的低い分解温
度（約３５０℃未満、好ましくは約３２５℃未満、より好ましくは約２８０℃未満）を有
するポリマーを用いて、これを達成することができる。２つ以上の分解温度を有するポリ
マーの場合、第１の分解温度は、３５０℃未満でなければならない。さらに、エジェクシ
ョン層に適切に高い可撓性および整合性をもたせるために、それは、２．５ギガパスカル
（ＧＰａ）よりも小さいかまたはそれに等しい、好ましくは１．５ＧＰａ未満、より好ま
しくは１ギガパスカル（ＧＰａ）未満の引張モジュラスを有していなければならない。選
択されたポリマーはまた、寸法安定性をもつものでなければならない。供与体要素の可撓
性エジェクション層を介してレーザー適性集成体を画像化する場合、可撓性エジェクショ
ン層は、レーザー放射線を透過させることができなければならず、かつこの放射線により
悪影響を受けてはならない。
【００３２】
　エジェクション層を構成する好適なポリマーの例としては、（ａ）ポリプロピレンカー
ボネートのような低い分解温度（Ｔｄ）を有するポリカーボネート、（ｂ）ポリ（アルフ
ァ－メチルスチレン）のような低い分解温度を有する置換スチレンポリマー、（ｃ）ポリ
（メチルメタクリレート）およびポリ（ブチルメタクリレート）のようなポリアクリレー
トエステルおよびポリメタクリレートエステル、（ｄ）セルロースアセテートブチレート
およびニトロセルロースのような低い分解温度（Ｔｄ）を有するセルロース系材料、なら
びに（ｅ）ポリビニルクロリド、ポリ（クロロビニルクロリド）ポリアセタール、ポリビ
ニリデンクロリド、低いＴｄを有するポリウレタン、ポリエステル、ポリオルトエステル
、ポリアクリロニトリルおよび置換アクリロニトリルポリマー、マレイン酸樹脂、および
上記のもののコポリマーのような他のポリマーが挙げられる。以上のポリマーの混合物を
使用することもできる。低い分解温度を有するポリマーのこのほかの例は、米国特許公報
（特許文献５）に見いだすことができる。これらは、酸触媒分解を起こすポリマーを包含
する。これらのポリマーでは、多くの場合、ポリマーと共に１種以上の水素供与体を組み
込むことが望ましい。
【００３３】
　エジェクション層に好ましいポリマーは、ポリアクリレートエステルおよびポリメタク
リレートエステル、低Ｔｄポリカーボネート、ニトロセルロース、ポリ（ビニルクロリド
）（ＰＶＣ）、ならびに塩素化ポリ（ビニルクロリド）（ＣＰＶＣ）である。最も好まし
いのは、ポリ（ビニルクロリド）および塩素化ポリ（ビニルクロリド）である。
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【００３４】
　層の本質的機能を妨害しないかぎり、他の物質をエジェクション層中に添加剤として存
在させることができる。そのような添加剤の例としては、コーティング助剤、流動添加剤
、スリップ剤、ハレーション防止剤、可塑剤、帯電防止剤、界面活性剤、およびコーティ
ングの配合物で使用されることが知られている他の試剤が挙げられる。
【００３５】
　そのほか、オプションのエジェクション層の代わりにオプションのサビング層（１２）
を設けて、順次、少なくとも１層のサビング層（１２）、少なくとも１層の加熱層（１３
）、および少なくとも１層の供与体層（１４）を有する供与体要素を提供することも可能
である。サビング層の機能は、典型的には、供与体要素（１０）の完全性を改良するよう
に、供与体支持体（１１）と加熱層（１３）との間の固着性を変化させることである。サ
ビング層に好適ないくつかの物質としては、ポリウレタン、ポリビニルクロリド、セルロ
ース系材料、アクリレートまたはメタクリレートのホモポリマーおよびコポリマー、なら
びにそれらの混合物が挙げられる。他のカスタムメイドの分解性ポリマーがサビング層に
有用なこともある。ポリエステル（とくに、ポリエチレンテレフタレート）用のサビング
層として好ましく有用なのは、アクリル系サビング層である。好ましくは、サビング層は
、１００～１０００Ａの厚さを有する。
【００３６】
　加熱層（１３）は、図１に示されるように、エジェクション層上またはサビング層上に
堆積される。加熱層の機能は、レーザー放射線を吸収して放射線を熱に変換することであ
る。加熱層に好適な材料は、無機質であってもまたは有機質であってもよく、本質的にレ
ーザー放射線を吸収しうるかまたは追加のレーザー放射線吸収性化合物を含みうる。
【００３７】
　好適な無機材料の例は、元素の周期表（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｔａｂｌｅ　ｏｆ　ｔｈｅ
　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ），サージェント・ウェルチ・サイエンティフィック・カンパニー（
Ｓａｒｇｅｎｔ　Ｗｅｌｃｈ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ），１９７９年に
記載の第ＩＩＩＡ、ＩＶＡ、ＶＡ、ＶＩＡ、ＶＩＩＩ、ＩＩＩＢ、およびＶＢ族の遷移金
属元素および金属元素、ならびにそれらの互いの合金、それらの酸化物、および第ＩＡお
よびＩＩＡ族の元素とのそれらの合金である。タングステン（Ｗ）は、好適でかつ利用可
能な第ＶＩＡ族金属の例である。炭素（第ＩＶＢ族非金属元素）を使用することもできる
。好ましい金属としては、Ａｌ、Ｃｒ、Ｓｂ、Ｔｉ、Ｂｉ、Ｚｒ、ＴｉＯ２、Ｎｉ、Ｉｎ
、Ｚｎ、およびそれらの合金が挙げられ、炭素は好ましい非金属である。より好ましい金
属および非金属としては、Ａｌ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｚｒ、およびＣが挙げられる。最も好まし
い金属は、Ａｌ、Ｎｉ、Ｃｒ、およびＺｒである。
【００３８】
　加熱層の厚さは、一般的には約２０オングストローム～０．１マイクロメートル、好ま
しくは約４０～１００オングストロームである。
【００３９】
　単一の加熱層を有することが好ましいが、２層以上の加熱層をもたせることも可能であ
り、異なる層は、それらがすべて先に記載したように機能するかぎり、同一の組成または
異なる組成を有することができる。すべての加熱層の合計厚さは、上記の範囲、すなわち
、２０オングストローム～０．１マイクロメートルでなければならない。
【００４０】
　加熱層は、スパッタリング、化学気相堆積、および電子ビームのような薄い金属層を提
供するための周知の技術のいずれかを用いて適用することができる。
【００４１】
　供与体層（１４）は転写物質を含む。転写物質をベース要素に適用することにより、供
与体層を形成することができる。そのような場合、供与体層は、（ｉ）高分子バインダー
組成物（これは、オプションのエジェクション層中のポリマーとは異なる）と、（ｉｉ）
顔料のような着色材とを含むことができる。
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【００４２】
　高分子バインダー組成物は、皮膜形成性でなければならず、溶液からまたはディスパー
ジョンからコーティングしうる。約２５０℃未満の融点を有するかまたはガラス転移温度
が＜７０℃になる程度まで可塑化された高分子バインダー組成物が好ましい。ワックスの
ような熱融合性バインダーは、供与体層の融点を減少させるときに共バインダーとして有
用である。
【００４３】
　高分子バインダー組成物と着色材とを含む供与体層の露光領域が改良された耐久性を得
るべく完全な状態で転写されるように、高分子バインダー組成物は、レーザー露光時に到
達する温度で、自己酸化したり、分解したり、または劣化したりしないことが好ましい。
好適な高分子バインダーとしては、スチレンと（メタ）アクリレートエステルとのコポリ
マーのようなスチレンコポリマー、たとえば、スチレン／メチル－メタクリレート；スチ
レンと１種以上のオレフィンモノマーとのコポリマー、たとえば、スチレン／エチレン／
ブチレン；スチレンとアクリロニトリルとのコポリマー；を挙げることができ、他の有用
なポリマーとしては、フルオロポリマー、（メタ）アクリレートエステルとエチレンおよ
び一酸化炭素とのコポリマー、ポリカーボネート、（メタ）アクリレートのホモポリマー
およびコポリマー、ポリスルホン、ポリウレタン、ポリエステル、またはそれらの組合せ
が挙げられる。上記のポリマーのモノマーは、置換されていてもまたは置換されていなく
てもよい。以上のポリマーの混合物を使用することができる。
【００４４】
　供与体層に好ましいポリマーとしては、アクリレートのホモポリマーおよびコポリマー
、メタクリレートのホモポリマーおよびコポリマー、（メタ）アクリレートのブロックコ
ポリマー、およびスチレンのような他のコモノマータイプを含有する（メタ）アクリレー
トコポリマーが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４５】
　高分子バインダー組成物は、供与体層の全重量を基準にして、一般的には約１５～５０
重量％、好ましくは３０～４０重量％の濃度を有する。
【００４６】
　供与体層は、典型的には着色材を含む。着色材は、顔料であってもまたは染料（好まし
くは非昇華性染料）であってもよい。安定性を得るべくかつ色濃度を得るべくさらには高
分解温度を得るべく、着色材として顔料を使用することが好ましい。好適な無機顔料の例
としては、カーボンブラックおよびグラファイトが挙げられる。好適な有機顔料の例とし
ては、ルビンＦ６Ｂ（Ｒｕｂｉｎｅ　Ｆ６Ｂ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメント１８４）、ク
ロモフタール（登録商標）イエロー３Ｇ（Ｃｒｏｍｏｐｈｔｈａｌ（登録商標）　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　３Ｇ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメントイエロー９３）、ホスタパーム（登録商標）
イエロー３Ｇ（Ｈｏｓｔａｐｅｒｍ（登録商標）　Ｙｅｌｌｏｗ　３Ｇ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ
．ピグメントイエロー１５４）、モナストラール（登録商標）バイオレットＲ（Ｍｏｎａ
ｓｔｒａｌ（登録商標）　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｒ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメントバイオレット
１９）、２，９－ジメチルキナクリドン（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメントレッド１２２）、イ
ンドファスト（登録商標）ブリリアントスカーレットＲ６３００（Ｉｎｄｏｆａｓｔ（登
録商標）　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｓｃａｒｌｅｔ　Ｒ６３００）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメ
ントレッド１２３）、クインド・マゼンタＲＶ６８０３（Ｑｕｉｎｄｏ　Ｍａｇｅｎｔａ
　ＲＶ　６８０３）、モナストラール（登録商標）ブルーＧ（Ｍｏｎａｓｔｒａｌ（登録
商標）　Ｂｌｕｅ　Ｇ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメントブルー１５）、モナストラール・ブ
ルーＢＴ３８３Ｄ（Ｍｏｎａｓｔｒａｌ　Ｂｌｕｅ　ＢＴ　３８３Ｄ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．
ピグメントブルー１５）、モナストラール（登録商標）ブルーＧ　ＢＴ　２８４Ｄ（Ｍｏ
ｎａｓｔｒａｌ（登録商標）　Ｂｌｕｅ　Ｇ　ＢＴ　２８４Ｄ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメ
ントブルー１５）、およびモナストラール（登録商標）グリーンＧＴ７５１Ｄ（Ｍｏｎａ
ｓｔｒａｌ（登録商標）　Ｇｒｅｅｎ　ＧＴ　７５１Ｄ）（Ｃ．Ｉ．Ｎｏ．ピグメントグ
リーン７）が挙げられる。顔料および／または染料の組合せ物を使用することもできる。
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カラーフィルターアレイ用途では、小粒子サイズ（すなわち、約１００ナノメートル）を
有する高透過性顔料（すなわち、光の少なくとも約８０％は、顔料を透過する）が好まし
い。
【００４７】
　当業者に周知の原理によれば、着色材の濃度は、最終画像で望まれる光学濃度が達成さ
れるように選択されるであろう。着色材の量は、有効なコーティングの厚さおよび着色材
の吸収に依存するであろう。典型的には、最大吸収の波長で１．３よりも大きい光学濃度
が必要とされる。さらに高い濃度が好ましい。本発明を適用すれば、２～３の範囲または
それ以上の光学濃度が達成可能である。
【００４８】
　顔料または他の微粒子状材料を転写させる場合、通常、分散剤が存在する。分散剤は、
一般的には、有機高分子化合物であり、微細な顔料粒子を分離させてフロキュレーション
や凝集を回避するために使用される。広範にわたる分散剤が市販されている。分散剤は、
当業者により実施されるように、顔料表面の特性および組成物中の他の成分に基づいて選
択されるであろう。しかしながら、本発明を実施するのに好適な分散剤の一クラスは、「
ＡＢ」分散剤のクラスである。分散剤の「Ａ」セグメントは、顔料の表面上に吸着する。
「Ｂ」セグメントは、顔料が分散されている溶媒中に伸びる。Ｂセグメントは、粒子の引
力を打ち消して凝集を防止するように、顔料粒子間にバリヤーを提供する。Ｂセグメント
は、使用される溶媒との良好な相溶性を有していなければならない。好ましいＡＢ分散剤
については、米国特許公報（特許文献１１）に概説されている。ボールミリング処理、サ
ンドミリング処理などのような従来の顔料分散技術を利用することができる。顔料用の分
散剤を使用すれば、色強度、透過性、および光沢を最大化するのに役立てることができる
。
【００４９】
　着色材は、供与体層組成物の全重量を基準にして、約５重量％～約９５重量％、好まし
くは３５～６５重量％の量で供与体層組成物中に存在させることができる。上記の考察は
カラープルーフィングを対象としたものであったが、本発明の要素および方法は、さまざ
まな用途における他のタイプの物質の転写にも同じようにあてはまる。一般的には、本発
明の範囲は、物質が受容体にパターン状に適用される任意の用途を包含するように意図さ
れる。
【００５０】
　供与体層は、好適な溶媒中の溶液を用いてベース要素上にコーティングすることが可能
であるが、ディスパージョンを用いて層をコーティングすることが好ましい。集成体の性
質に有害な影響を及ぼさないかぎり、従来のコーティング技術または印刷技術（たとえば
、グラビア印刷技術）を用いて、任意の好適な溶媒をコーティング溶媒として使用するこ
とができる。好ましい溶媒は水である。供与体層のコーティングも、本願特許出願人によ
り販売されているウォータープルーフ（登録商標）カラー・バーサリテイー・コーター（
ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ（登録商標）　Ｃｏｌｏｒ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｉｔｙ　Ｃｏａｔｅ
ｒ）を用いて達成しうる。したがって、供与体層のコーティングは、露光工程直前に達成
することができる。また、これにより、種々の基本色を混合一体化させて、プルーフィン
グ業界で標準の１つとして現在使用されているパントン（ＰＡＮＴＯＮＥ）（登録商標）
カラーガイドに一致する多種多様な色を作り上げることができる。
【００５１】
　場合により、好ましくは、エジェクション層、サビング層、または供与体層に、熱増幅
添加剤が存在する。また、これらの層のいずれにも、それを存在させることができる。
【００５２】
　熱増幅添加剤の機能は、加熱層中で発生した熱の作用を増幅させて感度をさらに増大さ
せることである。添加剤は、室温で安定でなければならない。添加剤は、（１）加熱時、
分解してガス状副生成物を形成する化合物、（２）入射レーザー放射線を吸収する染料、
または（３）発熱性の熱誘起単分子転位を起こす化合物でありうる。これらのタイプの添
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加剤の組合せを使用することも可能である。
【００５３】
　加熱すると分解する熱増幅添加剤としては、分解して窒素を形成する化合物、たとえば
、ジアゾアルキル、ジアゾニウム塩、およびアジド（－Ｎ３）化合物；アンモニウム塩；
分解して酸素を形成する酸化物；カーボネート；ペルオキシドが挙げられる。添加剤の混
合物を使用することもできる。このタイプの好ましい熱増幅添加剤は、４－ジアゾ－Ｎ，
Ｎ’－ジエチル－アニリンフルオロボレート（ＤＡＦＢ）のようなジアゾ化合物である。
【００５４】
　吸収性染料をエジェクション層またはサビング層に組み入れる場合、その機能は、入射
放射線を吸収してこれを熱に変換することによって、より効率的な加熱を引き起こすこと
である。染料は赤外領域で吸収することが好ましい。また、画像形成用途では、染料は可
視領域で非常に低い吸収を有することが好ましい。単独でまたは組合せで使用可能な好適
なＮＩＲ（近赤外吸収）染料の例としては、ポリ（置換）フタロシアニン化合物および金
属含有フタロシアニン化合物、シアニン染料、スクアリリウム染料、カルコゲノピリイオ
アクリリデン（ｃｈａｌｃｏｇｅｎｏｐｙｒｙｉｏａｃｒｙｌｉｄｅｎｅ）染料、クロコ
ニウム染料、金属チオレート染料、ビス（カルコゲノピリロ）ポリメチン染料、オキシイ
ンドリジン染料、ビス（アミノアリール）ポリメチン染料、メロシアニン染料、ならびに
キノイド染料が挙げられる。
【００５５】
　米国特許公報（特許文献１２）、米国特許公報（特許文献２）、米国特許公報（特許文
献１３）、米国特許公報（特許文献１４）、米国特許公報（特許文献３）、米国特許公報
（特許文献４）、米国特許公報（特許文献１５）、および米国特許公報（特許文献１６）
に開示されている赤外吸収材料もまた、本発明に好適でありうる。たとえば、エジェクシ
ョン層またはサビング層の全固体重量組成に対して、熱増幅添加剤の重量パーセントは、
０～２０％の範囲でありうる。供与体層中に存在する場合、熱増幅剤重量パーセントは、
一般的には、０．９５～１１．５％のレベルである。着色層中では、パーセントは、全重
量パーセントの２５％までの範囲でありうる。これらのパーセントは、限定されるもので
はなく、当業者であれば、エジェクション層または供与体層の特定の組成に応じて、変化
させることができる。
【００５６】
　供与体層は、一般的には約０．１～５マイクロメートルの範囲、好ましくは約０．１～
１．５マイクロメートルの範囲の厚さを有する。約５マイクロメートルよりも大きい厚さ
は、受容体に効果的に転写させるために過度のエネルギーを必要とするので、一般的には
好ましくない。
【００５７】
　単一の供与体層を有することが好ましいが、２層以上の供与体層をもたせることも可能
であり、異なる供与体層は、それらがすべて先に記載したように機能するかぎり、同一の
組成または異なる組成を有することができる。合わせた供与体層の合計厚さは、上記の範
囲になければならない。
【００５８】
　層の本質的機能を妨害しないかぎり、他の物質を供与体層中に添加剤として存在させる
ことができる。そのような添加剤の例としては、コーティング助剤、可塑剤、流動添加剤
、スリップ剤、ハレーション防止剤、帯電防止剤、界面活性剤、およびコーティングの配
合物で使用されることが知られている他の試剤が挙げられる。しかしながら、転写後の最
終製品に有害な影響を及ぼす可能性があるので、この層中の追加の物質の量を最小限に抑
えることが好ましい。添加剤は、カラープルーフィング用途で望ましくない色を追加する
可能性があるか、またはリソグラフィー印刷用途で耐久性および印刷寿命を減少させる可
能性がある。
【００５９】
　供与体要素はまた、追加の層（図示せず）を有しうる。たとえば、供与体層と反対側の
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エジェクション層の面上でハレーション防止層を使用してもよい。ハレーション防止剤と
して使用しうる物質は、当技術分野で周知である。他の固着層またはサビング層は、エジ
ェクション層のいずれかの面上に存在させることが可能であり、当技術分野で周知である
。
【００６０】
　本発明のいくつかの実施形態では、トップ層と呼ばれる単層中に、カーボンブラックの
ような熱吸収性着色材が存在する。このタイプの着色材は、熱吸収剤としても着色材とし
ても機能するので、トップ層は、加熱層と供与体層の両方の二元機能を有する。トップ層
の特性は、供与体層に与えられる特性と同じである。好ましい着色材／熱吸収剤は、顔料
でありうるが、好ましくはカーボンブラックである。
【００６１】
　他の供与体要素は、供与体要素支持体上に１層以上の代替供与体層を備えうる。追加層
は、形成画像の画像様露光および転写に使用される特定の方法に応じて存在させうる。い
くつかの好適な供与体または供与体要素は、米国特許公報（特許文献１７）、米国特許公
報（特許文献１８）、米国特許公報（特許文献１９）、米国特許公報（特許文献２０）、
米国特許公報（特許文献５）、米国特許公報（特許文献２１）、米国特許公報（特許文献
２２）、米国特許公報（特許文献６）、および米国特許公報（特許文献２３）に開示され
ている。
【００６２】
　図２に示される受容体要素（２０）は、レーザー適性集成体の第２の部分であり、ここ
に供与体の露光領域から物質が転写される。転写させることのできる特定の物質は、バイ
ンダー組成物と顔料とを含む着色材である。本発明の受容体要素は、画像受容層（２２）
を形成すべく先に記載したような配合物を含む。
【００６３】
　ほとんどの場合、供与体層の露光領域は、受容体要素の不在下では、供与体要素から除
去されないであろう。すなわち、供与体要素だけをレーザー放射線で露光しても、物質の
除去または転写は起こらない。供与体層の露光領域は、レーザー放射線で露光すると、供
与体要素から除去されて、隣接する受容体要素に転写される。好ましい実施形態では、供
与体要素を実際に受容体要素に接触させる。
【００６４】
　受容体要素（２０）は、非感光性であってもまたは感光性であってもよい。非感光性受
容体要素は、好ましくは、受容体支持体（２１）と、画像受容表面（２３）および非画像
受容境界面（２４）を有する画像受容層（２２）とを含む。受容体支持体（２１）は、典
型的には、寸法安定性シート材料を含む。支持体が透過性である場合、受容体支持体を介
して集成体を画像化することができる。受容体支持体用の透過性フィルムの例としては、
たとえば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエーテルスルホン、ポリイミド、ポリ（ビ
ニルアルコール－ｃｏ－アセタール）、ポリエチレン、または酢酸セルロースのようなセ
ルロースエステルが挙げられる。不透過性支持体材料の例としては、たとえば、二酸化チ
タンのような白色顔料が充填されたポリエチレンテレフタレート、アイボリー紙、または
タイベック（Ｔｙｖｅｋ）（登録商標）スパンボンドポリオレフィンのような合成紙が挙
げられる。プルーフィング用途では、紙支持体が典型的かつ好適であり、一方、医療用ハ
ードコピーおよびカラーフィルターアレイ用途では、ポリ（エチレンテレフタレート）の
ようなポリエステル支持体が典型的かつ好適である。粗面化された支持体を受容体要素中
で使用することも可能である。
【００６５】
　先に記載したような画像受容層（２２）の配合物に加えて、画像受容層は、ポリカーボ
ネート、ポリウレタン、ポリエステル、ポリビニルクロリド、スチレン／アクリロニトリ
ル、エチレンおよび／またはビニルクロリドとの酢酸ビニルコポリマー、または（メタ）
アクリレート（たとえば、ブチルメタクリレート）ポリマーおよびそのコポリマーのよう
な１つ以上の高分子成分を含みうる。
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【００６６】
　他の有用な受容体要素成分はまた、米国特許公報（特許文献２４）にも開示されている
。
【００６７】
　画像受容層のこのコーティング重量は、画像を受容するのに有効な任意の量でありうる
。一般的には１０～１５０ｍｇ／ｄｍ２、好ましくは４０～６０ｍｇ／ｄｍ２の範囲のコ
ーティング重量で、好結果が得られている。画像受容層は、典型的には、テクスチャーを
形成するように適用してから除去されるポリエチレンのようなテクスチャードフィルムを
用いてエンボス加工することにより、粗面化させることが可能である。粗面化テクスチャ
ーはまた、配合物中に粗面化剤を含有させることにより形成することも可能である。
【００６８】
　画像受容層に加えて、受容体要素は、場合により、受容体支持体と画像受容層との間に
１層以上の他の層（図示せず）を含みうる。画像受容層と支持体との間の追加層は、剥離
層である。露光時および供与体要素からの分離時には、画像受容層は受容体支持体に固着
するが、ラミネーションなどによるパーマネント基材または支持体への画像受容層の転写
時には、受容体支持体からの画像受容層の分離を促進するように、剥離層は、受容体支持
体に所望の固着性バランスを提供することができる。剥離層として使用するのに好適な材
料の例としては、ポリアミド、シリコーン、ビニルクロリドポリマーおよびコポリマー、
ビニルアセテートポリマーおよびコポリマー、ならびに可塑化ポリビニルアルコールが挙
げられる。剥離層は、１～５０ミクロンの範囲の厚さを有しうる。受容体要素中に、典型
的には、剥離層と受容体支持体との間に、変形可能な層であるクッション層を存在させる
ことも可能である。クッション層は、集成時に受容体要素と供与体要素との間の接触を増
大させるべく、存在させうる。クッション層として使用するのに好適な材料の例としては
、スチレンとオレフィンモノマーとのコポリマー、たとえば、スチレン／エチレン／ブチ
レン／スチレンブロックコポリマー、スチレン／ブチレン／スチレンブロックコポリマー
が挙げられる。フレキソグラフィープレート用途でバインダーとして有用なエラストマー
は、この目的にも有用でありうる。
【００６９】
　図３に示される画像固定要素（３０）を利用することも可能である。画像固定要素は、
剥離表面（３１）を有する支持体と、熱可塑性ポリマー層（３４）とを含む。
【００７０】
　剥離表面（３１）を有する支持体は、支持体（３２）と、剥離層であってもよいオプシ
ョンの層（３３）とを含みうる。支持体（３２）として使用される材料が、本質的に、剥
離可能な表面を有する場合、たとえば、ポリエチレンまたはフルオロポリマーの場合、追
加の表面層は必要でない。表面層または剥離層（３３）は、支持体（３２）に対して、本
発明の処理工程全体にわたり支持体に固着した状態を保持するのに十分な固着性を有して
いなければならない。適正な剛性および寸法安定性を有するほとんど任意の材料が支持体
（３２）として有用である。有用な支持体（３２）のいくつかの例としては、ポリエチレ
ンテレフタレートおよびポリエチレンナフタネートなどのポリエステル、ポリアミド、ポ
リカーボネート、フルオロポリマー、ポリアセタール、ポリオレフィンなどのような高分
子フィルムが挙げられる。支持体（３２）はまた、薄い金属シートであってもよいしまた
は天然もしくは合成の紙基材であってもよい。支持体（３２）は、透過性であっても半透
過性であってもまたは不透過性であってもよく、着色されていてもよく、さらに、カラー
画像を含有する受容体要素へのそのラミネーション時にラミネーションデバイスを通る画
像固定要素の移動を支援するための充填剤のような添加剤を組み入れてもよい。
【００７１】
　支持体（３２）は、片面または両面上にコーティングされた帯電防止層を有していても
よい。これは、支持体（３２）を熱可塑性ポリマー層（３４）から取り除くときに静電気
を減少させるのに有用でありうる。一般的には、支持体（３２）のバック面上（すなわち
、熱可塑性ポリマー層（３４）から離れた支持体の面上）にコーティングされた帯電防止
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層を有することが好ましい。帯電防止材として使用しうる物質は、当技術分野で周知であ
る。場合により、支持体（３２）はまた、画像固定要素の輸送および取扱いを支援すべく
マットテクスチャーを有していてもよい。
【００７２】
　支持体（３２）の剥離表面は、表面層（３３）により提供しうる。剥離層は、一般的に
は、層の分離を促進する非常に薄い層である。剥離層として有用な材料は、当技術分野で
周知であり、たとえば、シリコーン、メラミンアクリル樹脂、ビニルクロリドポリマーお
よびコポリマー、ビニルアセテートポリマーおよびコポリマー、可塑化ポリビニルアルコ
ール、エチレンおよびプロピレンのポリマーおよびコポリマーなどが挙げられる。個別の
剥離層を支持体上にコーティングする場合、層は、一般的には、０．５～１０マイクロメ
ートルの範囲の厚さを有する。
【００７３】
　剥離層（３３）は、静電防止剤、着色材、ハレーション防止染料、蛍光増白剤、界面活
性剤、可塑剤、コーティング助剤、マット化剤などのような物質を含んでいてもよい。
【００７４】
　熱可塑性ポリマー層（３４）の熱可塑性ポリマーは、好ましくは、アモルファス（すな
わち、非結晶性）の特性をもち、高軟化点、中～高分子量、および画像受容ポリマー層の
成分（たとえば、ポリカプロラクトン）との相溶性を有する。さらに、亀裂を生じること
がなくしかも多くの異なるパーマネント基材に接合される能力を有する可撓性は有利であ
る。ポリマーは、好ましくは、溶媒に可溶であり、溶媒および光に対して良好な安定性を
有し、かつ良好な皮膜形成剤である。
【００７５】
　多くの有用な熱可塑性ポリマー材料が存在する。本発明に使用するのに好ましいのは、
約２７～１５０℃、好ましくは４０～７０℃、より好ましくは４５～５５℃の範囲のＴｇ
（ガラス転移温度）、比較的高い軟化点（たとえば、４７℃のＴｇ、１４２℃のメルトフ
ロー）、ＡＳＴＭ　Ｄ８２２Ａにより決定したときの低い破断点伸び（たとえば、３）、
および中程度の重量平均分子量（Ｍｗ）（たとえば、６７，０００の領域）を有する熱可
塑性ポリマーである。たとえば、約４７℃のＴｇを有するポリエステルポリマーが好まし
い。なぜなら、画像受容ポリマー（たとえば、結晶性ポリカプロラクトン）と画像固定層
中のポリエステルポリマーとの間の良好な相溶性が達成されるからである。しかしながら
、他の好適なポリマーは、許容しうる結果を与えることが示されている。いくつかの好適
なポリマーとしては、メタクリレート／アクリレート、ポリビニルアセテート、ポリビニ
ルブチラール、ポリビニルホルマール、スチレン－イソプレン－スチレンポリマー、およ
びスチレン－エチレン－ブチレン－スチレンポリマーなどが挙げられる。
【００７６】
　熱可塑性ポリマーは、熱可塑性ポリマー層成分の全重量を基準にして、約６０～９０％
、好ましくは約７０～８５％の量で存在する。
【００７７】
　熱可塑性ポリマー層および画像受容層は、パーマネント基材（たとえば、紙）へのラミ
ネーション時および冷却時に有意に移動しないようにプロセス時に画像がそれらの間に挟
置されるようになるという点で、互いに関連している。これにより、この方式で（すなわ
ち、画像固定要素で）熱可塑性ポリマー層を利用しない類似の方法と比較して、ハーフト
ーンドットの移動、スワス境界の亀裂および合体が、有意に減少し、それらは、かろうじ
て認知できるかまたは実質的に取り除かれる。
【００７８】
　熱可塑性ポリマー層はまた、パーマネント基材に転写されたカラー画像中のＮＩＲ染料
に関連づけられる最終カラーへの影響を減少させる漂白化学過程を導入するためのビヒク
ルまたは機構を提供する。
【００７９】
　熱可塑性ポリマー層はまた、この層の機能を妨害しないかぎり、添加剤を含有しうる。
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たとえば、可塑剤、他の変性用ポリマー、コーティング助剤、界面活性剤のような添加剤
を使用することができる。いくつかの有用な可塑剤としては、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、フタル酸エステル、ジブチルフタレート、およびトリアセチ
ンのようなグリセリン誘導体が挙げられる。好ましくは、可塑剤は、熱可塑性ポリマー層
成分の全重量を基準にして、約１～２０％、最も好ましくは５～１５％の量で存在する。
【００８０】
　先に述べたように、熱可塑性ポリマー層はまた、好ましくは、ＮＩＲ染料のような熱増
幅添加剤を漂白するための１種以上の染料漂白剤を含有しうる。染料漂白剤は、供与体要
素中および／または受容体要素中に存在させうる。いくつかの有用な漂白剤としては、ア
ミン、アゾ化合物、カルボニル化合物、および有機金属化合物、ならびにカルボアニオン
が挙げられる。有用な酸化剤としては、ペルオキシド、ジアシルペルオキシド、過酸、ヒ
ドロペルオキシド、ペルスルフェート、Ｎ－ハロアミド、Ｎ－ハロイミド、およびハロゲ
ン化合物が挙げられる。ポリメチン型ＮＩＲ染料と併用されるとりわけ好ましい染料漂白
剤は、過酸化水素、有機ペルオキシド、ヘキサアリールビイミダゾール、Ｎ－ハロゲン化
スクシンイミド、Ｎ－ハロゲン化およびビス－Ｎ－ハロゲン化ヒダントイン、他のハロゲ
ン化有機化合物、ペルスルフェート、ペルボレート、ペルホスフェート、ヒポクロリット
、およびアゾ化合物よりなる群から選択されるものである。ハロゲン化漂白剤では、ハロ
ゲンは、元素の周期表（Ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｔａｂｌｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
ｓ）（サージェント・ウェルチ・サイエンティフィック・カンパニー（Ｓａｒｇｅｎｔ－
Ｗｅｌｃｈ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ）１９７９年）に記載の第ＶＩＩＢ
族の任意の元素でありうるが、典型的には、塩素、臭素、またはフッ素である。
【００８１】
　染料漂白剤は、熱可塑性ポリマー層成分の全重量を基準にして、通常は約１～約２０％
、好ましくは約５～約１５％の量で存在する。
【００８２】
　着色画像を受容するためのパーマネント基材は、ほとんど任意の所望の材料から選択す
ることができる。ほとんどのプルーフィング用途では、紙支持体が使用され、好ましくは
、画像が最終的に印刷されるのと同一の紙が使用される。パーマネント基材として使用し
うる他の材料としては、布、木材、ガラス、陶磁器、ほとんどの高分子フィルム、合成紙
、薄い金属シート、またはフォイルなどが挙げられる。熱可塑性ポリマー層（３４）に固
着するほとんど任意の材料をパーマネント基材として使用することができる。カラーフィ
ルター用途では、パーマネント基材は、典型的には、ガラスである。
【００８３】
　本発明の方法の第１の工程は、たとえば、図４に示されるように、レーザー放射線でレ
ーザー適性集成体を画像様に露光することである。露光工程は、好ましくは約６００ｍＪ
／ｃｍ２以下、最も好ましくは約２５０～４４０ｍＪ／ｃｍ２のレーザーフルエンスで行
われる。レーザー適性集成体は、供与体要素と受容体要素とを含む。
【００８４】
　通常、集成体は、カバーシートが存在するのであればそれを取り除いた後、好ましくは
供与体層が受容体要素上の画像受容層に実際に接触するように、供与体要素を受容体要素
に隣接させて配置することにより、作製される。これを図４に示す。真空および／または
圧力を用いて、２つの要素を保持一体化させることができる。そのほか、供与体層または
画像受容層の中でスペーサー粒子を使用して、供与体要素と受容体要素とをわずかに離間
させて配置することも可能である。一選択肢として、周囲で層を融合させることにより、
供与体要素と受容体要素とを保持一体化させることができる。他の選択肢として、供与体
と受容体要素とをテープ留めで一体化して画像形成装置にテープ留めすることができるか
、またはピン／クランピングシステムを使用することができる。さらに他の選択肢として
、供与体要素を受容体要素にラミネートしてレーザー適性集成体を形成することができる
。レーザー適性集成体は、レーザー画像形成を容易に行えるように、ドラム上に都合よく
装着することができる。
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【００８５】
　種々のタイプのレーザーを用いて、レーザー適性集成体を露光することができる。レー
ザーは、好ましくは、赤外領域、近赤外領域、または可視領域で発光するレーザーである
。とりわけ有利であるのは、７５０～８７０ｎｍの領域で発光するダイオードレーザーで
あり、これは、小サイズ、低コスト、安定性、信頼性、丈夫さ、および変調の容易さの点
で実質的な利点を提供する。７８０～８５０ｎｍの範囲で発光するダイオードレーザーが
最も好ましい。そのようなレーザーは、たとえば、スペクトラ・ダイオード・ラボラトリ
ーズ（Ｓｐｅｃｔｒａ　Ｄｉｏｄｅ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ）（カリフォルニア州サ
ンノゼ（Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ））から入手可能である。
【００８６】
　露光は、供与体要素の可撓性エジェクション層を介してまたは受容体要素を介して、行
うことができる。ただし、これらは、レーザー放射線を実質的に透過するものでなければ
ならない。ほとんどの場合、供与体可撓性エジェクション層は、赤外線を透過するフィル
ムであろう。そして露光は、可撓性エジェクション層またはサビング層を介して都合よく
行われる。しかしながら、受容体要素が赤外線を実質的に透過する場合、赤外線レーザー
放射線で受容体要素を画像様に露光することにより、本発明の方法を行うこともできる。
【００８７】
　供与体層の露光領域が受容体要素にパターン状に転写されるように、レーザー適性集成
体を画像様に露光する。パターンそれ自体は、たとえば、コンピューターにより生成され
るドットまたは線画の形態で、コピー対象のアートワークを走査するにより得られる形態
で、もとのアートワークから得られるディジタル化画像の形態で、またはレーザー露光の
前にコンピューターで電子的に組み合わせることのできるこれらの形態の任意の組合せで
、ありうる。レーザービームとレーザー適性集成体は、集成体の各微小領域（すなわち、
「ピクセル」）がレーザーにより個別にアドレス指定されるように、互いに一定した移動
状態にある。これは、一般的には、レーザー適性集成体を回転可能なドラムに取り付ける
ことにより、達成される。フラットベッドレコーダーを使用することもできる。
【００８８】
　本発明の方法の次の工程は、受容体要素から供与体要素を分離させることである。通常
、これは、単純に２つの要素を剥離することにより行われる。これは、一般的には、ごく
わずかの剥離力を必要とし、受容体要素から単純に供与体要素支持体を分離させることに
より、達成される。これは、任意の従来の分離技術を用いて行うことができ、手動でまた
はオペレーターを介在させることなく自動で行いうる。
【００８９】
　図５に示されるように、レーザーで生成されたカラー画像（着色画像としても知られる
）の形で、好ましくは、ハーフトーンドット画像の形で、分離が行われ、該画像は、受容
体要素の画像受容層上に出現する供与体層の転写された露光領域を含む。好ましくは、露
光工程および分離工程により形成された画像は、レーザーで生成されて受容体支持体の層
上に形成されたハーフトーンドットカラー画像である。
【００９０】
　画像固定要素を使用する場合、次に、画像固定要素の熱可塑性ポリマー層と受容体要素
の画像受容層との間に画像を挟置した状態で、画像固定要素を画像受容体要素に接触させ
る（好ましくは、ラミネートする）。典型的には、熱可塑性ポリマー層は、画像に接触し
た状態である。これは、図６に最も良好に示されている。好ましくは、本願特許出願人に
より製造されているウォータープルーフ（登録商標）ラミネーター（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯ
Ｆ（登録商標）　Ｌａｍｉｎａｔｏｒ）を用いてラミネーションを達成する。しかしなが
ら、他の従来の手段を用いて、画像を有する受容体要素と固定要素の熱可塑性ポリマー層
との組合せを達成することも可能である。熱可塑性ポリマー層（３４）に対する、剥離表
面（３１）を有する固定要素支持体の固着性は、サンドイッチ体における他のいかなる層
間の固着性よりも小さいことが重要である。
【００９１】
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　その後、図６Ａに示されるように、剥離表面（３３）を有する支持体（３２）を取り除
いて（好ましくは、剥離して）熱可塑性フィルムを露出させる。その後、パーマネント基
材を画像固定層（もし使用するのであれば）の露出した熱可塑性ポリマー層に、または画
像固定層を用いる場合について図６Ａに示されたサンドイッチ体の画像受容要素の画像受
容層に、接触させることにより（好ましくは、ラミネートすることにより）、受容体要素
上のカラー画像をパーマネント基材に転写することができる。この場合にもまた、好まし
くは、本願特許出願人により製造されているウォータープルーフ（登録商標）ラミネータ
ー（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ（登録商標）　Ｌａｍｉｎａｔｏｒ）を用いてラミネーション
を達成する。しかしながら、他の従来の手段を用いて、図７に示されるサンドイッチ体を
生じるこの接触を達成することも可能である。
【００９２】
　他の実施形態は、受容体支持体（２１）を取り除いて（好ましくは、剥離して）図８に
示される集成体またはサンドイッチ体を形成する追加の工程を含む。好ましい実施形態で
は、図７および８に例示された集成体は、レーザーで生成されて結晶性ポリマー層上に形
成されたハーフトーンドットカラー熱画像と、一表面が該結晶性ポリマー層にラミネート
され、他の表面がパーマネント基材にラミネートされた熱可塑性ポリマー層とを含み、そ
れにより、カラー画像が結晶性ポリマー層と熱可塑性ポリマー層との間に挟置された印刷
プルーフを表す。
【００９３】
　受容体支持体（２１）を取り除くと、画像受容層（２２）の非画像受容境界面（２４）
が、新しい表面として環境に露出される。本発明の配合物の１つの利点は、プロセス時ま
たは最終物品に関して、受容層が新しい表面として環境に露出されたとき、それが耐久性
、ブロッキング抵抗性、および透過性をもつ点である。
【００９４】
　プルーフィング用途では、受容体要素は、マルチカラー画像が形成される中間要素であ
りうる。第１の着色材を含む供与体層を有する供与体要素は、先に記載したように、露光
され分離される。受容体要素は、第１の着色材で形成された着色画像を有する。この画像
は、好ましくは、レーザーで生成されたハーフトーンドットカラー熱画像である。その後
、第１の供与体要素のものとは異なる供与体層を有する第２の供与体要素を、第１の着色
材の着色画像を有する受容体要素と合わせて、レーザー適性集成体を形成し、先に記載し
たように、画像様に露光し、分離させる。（ａ）前に使用したものとは異なる着色材を有
する供与体要素と、あらかじめ画像化された受容体要素とを合わせて、レーザー適性集成
体を形成する工程、（ｂ）露光する工程、および（ｃ）分離させる工程は、受容体要素上
にカラープルーフの多色画像を構築するために必要なだけ逐次的に繰り返される。
【００９５】
　その後、固定要素をもし使用するのであれば、最終的着色画像を熱可塑性ポリマー層に
接触させた状態で、固定要素を画像受容要素上の複数の着色画像に接触させる（好ましく
は、ラミネートする）。
【００９６】
　本発明の方法をカラーフィルターの作製に利用する場合、顔料は、通常、透過性であり
、画像は、米国特許公報（特許文献２５）および米国特許公報（特許文献２６）に開示さ
れているものを含めてカラーフィルター技術分野で周知の方法により、導電性層に関連づ
けられる。
【００９７】
　典型的には、本発明の画像受容層、および本発明の画像受容層を使用する方法は、さま
ざまな用途における他のタイプの物質の転写にも同じようにあてはまる。たとえば、画像
転写要素を用いて、典型的には液晶ディスプレイデバイスおよびフラットパネルディスプ
レイの作製に使用されるカラーフィルターを作製する場合にもあてはまる。一般的には、
本発明の範囲は、固体物質が受容体にパターン状に適用される任意の用途を包含するよう
に意図される。
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【００９８】
　本発明の１つの用途は、モノクロームフィルターまたはカラーフィルターのような放射
フィルターの作製である。放射フィルターは、フラットパネルディスプレイ、液晶ディス
プレイ、有機発光ダイオードにより照明されるディスプレイ、およびプラズマ法により照
明されるディスプレイのようなディスプレイで使用することができる。ディスプレイは、
単色（モノクローム）、または白色、黒色、および灰色を含めて多色（たとえば、赤色、
緑色、および青色）を表示しうる。
【００９９】
　本発明の顔料着色層でパターン化された物品は、フラットパネルディスプレイのような
液晶ディスプレイデバイスで使用することができる。液晶ディスプレイデバイスは、一般
的には、液晶材料が充填されるキャビティーを規定する２つの離間して配置された部分的
にまたは完全に透過性のパネルを備える。部分的に透過性の１つのパネルは、本発明のモ
ノクロームまたはカラーの放射フィルターを備えうるか、または放射フィルターは、２つ
のパネルに関連づけて配向させることができる。アクティブ駆動液晶ディスプレイデバイ
スでは、一方の透過性パネル上に透過性電極を形成することが可能であり（この電極はパ
ターン化されていてもされていなくてもよい）、他方の透過性パネル上には、個別にアド
レス指定可能な透過性電極が形成される。配向層は、両方のパネル上の透過性電極層を覆
うように設けられ、パネル間にツイスト（たとえば、９０度のツイスト）を導入すべく液
晶分子を配向させるように処理される。したがって、１つのタイプのディスプレイでは、
平面偏光光の偏光面は、セルの一方の表面から他方の表面へツイステッド液晶組成物を透
過するときに、９０度の角度で回転されるであろう。ツイステッドネマティックおよびス
ーパーツイステッドネマティックのような配向を使用することができる。セルの所定の電
極間に電界を印加すると、所定の電極間のセルの一部分で一時的に液晶組成物の配向ツイ
ストが破壊され、それにより、液晶組成物を透過する光の偏光変化が変化する。セルの両
側で光学偏光子を用いることにより、電界が印加されたか否に応じて、偏光光は、セルを
完全にもしくは部分的に透過したり、または消失したりしうる。
【０１００】
　各個別電極は、ピクセルとして知られる１つのモノクローム素子またはカラー素子の領
域に対応するかまたは関連づけられる表面領域を有する。デバイスがカラー機能を有する
場合、各ピクセルは、カラーフィルターのカラー領域、たとえば、赤色、緑色、または青
色の領域に配向されなければならない。ディスプレイ動作時に、表示される画像に応じて
、１つ以上のピクセル電極にエネルギーを印加すると、そのピクセルに関連づけられたカ
ラーフィルター領域を、光が完全に透過したり、まったく透過しなかったり、または部分
的に透過したりする。ユーザーにより感知される画像は、隣接および近接したカラーフィ
ルター領域を光が透過することにより形成された色の混合である。
【０１０１】
　先に記載した高分子配向層は、液晶技術分野で一般に使用される任意の物質でありうる
。そのような物質の例としては、ポリイミド、ポリビニルアルコール、およびメチルセル
ロースが挙げられる。先に記載した透過性導電性電極もまた、液晶技術分野で慣用される
ものである。そのような物質の例としては、インジウムスズ酸化物、酸化インジウム、酸
化スズ、およびスズ酸カドミウムが挙げられる。
　以下に、本明細書に記載される発明を列記する。
１．熱転写画像を受容するための受容体要素において、
　受容体支持体と、
　熱転写画像を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された画像受容層であって、前
記画像受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７０重量％～約
１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエス
テル組成物の重量を基準にして、
　　（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組
合せである約２０％～約１００％の第１のエステル基と、
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　　（ｂ）アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、
　　（ｃ）約１０％までのヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セ
ルロースエステル組成物の重量比は、約１対１よりも大きい画像受容層と
を備えることを特徴とする受容体要素。
２．前記画像受容層が、前記カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして、約９
０重量％～約１００重量％のカプロラクトンを含むことを特徴とする前記１．に記載の受
容体要素。
３．前記画像受容層が、前記セルロースエステル組成物の重量を基準にして、
　（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組合
せである約２５％～約１００％の第１のエステル基と、
　（ｂ）アセチル基である約１０％までの第２のエステル基と、
　（ｃ）約３％までのヒドロキシル基と
を含むことを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
４．前記画像受容層がポリカプロラクトンとセルロースアセテートブチレートとを含むこ
とを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
５．前記画像受容層がポリカプロラクトンとセルロースアセテートプロピオネートとを含
むことを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
６．前記セルロースエステル組成物が約１２０～約２２０℃の範囲の融点を有することを
特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
７．前記セルロースエステル組成物が約９０～約１５０℃の範囲のガラス転移温度を有す
ることを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
８．前記セルロースエステル組成物の分子量範囲が約５，０００～約１５０，０００ダル
トンの範囲であることを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
９．前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セルロースエステル組成物の比が約７：３
以上であることを特徴とする前記１．に記載の受容体要素。
１０．受容体要素の画像受容層を形成するための配合物であって、熱転写画像を受容する
ための前記配合物が、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７０重量％
～１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエ
ステル組成物の重量を基準にして、
　（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組合
せである約２０％～約１００％の第１のエステル基と、
　（ｂ）アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、
　（ｃ）約１０％までのヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セ
ルロースエステル組成物の重量比が、約１対１よりも大きいことを特徴とする配合物。
１１．前記配合物が、前記カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして、約９０
重量％～約１００重量％のカプロラクトンを含むことを特徴とする前記１０．に記載の配
合物。
１２．前記配合物が、前記セルロースエステル組成物の重量を基準にして、
　（ａ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との組合
せである約２５％～約１００％の第１のエステル基と、
　（ｂ）アセチル基である約１０％までの第２のエステル基と、
　（ｃ）約３％までのヒドロキシル基と
を含むことを特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１３．前記配合物がポリカプロラクトンとセルロースアセテートブチレートとを含むこと
を特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１４．前記配合物がポリカプロラクトンとセルロースアセテートプロピオネートとを含む
ことを特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１５．前記セルロースエステル組成物が約１２０～約２２０℃の範囲の融点を有すること
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を特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１６．前記セルロースエステル組成物が約９０～約１５０℃の範囲のガラス転移温度を有
することを特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１７．前記セルロースエステル組成物の分子量範囲が約５，０００～約１５０，０００ダ
ルトンの範囲であることを特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１８．前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セルロースエステル組成物の比が約７：
３以上であることを特徴とする前記１０．に記載の配合物。
１９．転写物質を含む供与体層を備えた供与体要素と、
　以下の、
　　（ａ）受容体支持体と、
　　（ｂ）前記転写物質を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された受容層と
を備えた受容体要素とを備える集成体であって、
　前記受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７０重量％～１
００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエステ
ル組成物の重量を基準にして、
　　　（ｉ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基との
組合せである約２０％～約１００％の第１のエステル基と、
　　　（ｉｉ）アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、
　　　（ｉｉｉ）約１０％までのヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セ
ルロースエステル組成物の重量比は、約１対１よりも大きく、前記受容層は、前記供与体
層に隣接することを特徴とする集成体。
２０．前記供与体要素が、前記供与体層に剥離可能に接合された支持体を備えることを特
徴とする前記１９．に記載の集成体。
２１．前記受容層がセルロースアセテートブチレートを含むことを特徴とする前記１９．
に記載の集成体。
２２．前記受容層がセルロースアセテートプロピオネートを含むことを特徴とする前記１
９．に記載の集成体。
２３．前記セルロースエステル組成物が約１２０～約２２０℃の範囲の融点を有すること
を特徴とする前記１９．に記載の集成体。
２４．前記セルロースエステル組成物が約９０～約１５０℃の範囲のガラス転移温度を有
することを特徴とする前記１９．に記載の集成体。
２５．前記セルロースエステル組成物の分子量範囲が約５，０００～約１５０，０００ダ
ルトンの範囲であることを特徴とする前記１９．に記載の集成体。
２６．前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セルロースエステル組成物の比が約７：
３以上であることを特徴とする前記１９．に記載の集成体。
２７．前記転写物質が着色材を含むことを特徴とする前記１９．に記載の集成体。
２８．前記転写物質が近赤外染料をさらに含むことを特徴とする前記１９．に記載の集成
体。
２９．前記転写物質が顔料粒子を含むことを特徴とする前記１９．に記載の集成体。
３０．支持体に剥離可能に接合された供与体層を備えた供与体要素であって、前記供与体
層が転写物質を含む供与体要素と、
　　以下の、
　　　（ａ）受容体支持体と、
　　　（ｂ）前記転写物質を受容すべく前記受容体支持体の表面に適用された画像受容層
とを備えた受容体要素とを備えた集成体を形成する工程、および
前記転写物質を前記画像受容層に転写させて画像化受容体を形成するのに十分な化学線で
前記集成体を画像様に露光する工程を含む画像化要素形成方法であって、
　前記画像受容層は、カプロラクトンポリマー組成物の全重量を基準にして約７０重量％
～１００重量％のカプロラクトンを含むカプロラクトンポリマー組成物と、セルロースエ
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ステル組成物の重量を基準にして、
　　　　（ｉ）プロピオニル基もしくはブチリル基またはプロピオニル基とブチリル基と
の組合せである約２０％～約１００％の第１のエステル基と、
　　　　（ｉｉ）アセチル基である約２５％までの第２のエステル基と、
　　　　（ｉｉｉ）約１０％までのヒドロキシル基と
を含むセルロースエステル組成物とを含み、前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セ
ルロースエステル組成物の重量比は、約１対１よりも大きく、前記供与体層は、前記画像
受容層に隣接することを特徴とする画像化要素形成方法。
３１．前記供与体要素の剥離可能に接合された支持体を取り除いて前記受容体要素の画像
化表面を露出させる工程と、前記画像化表面を画像固定要素に接触させる工程とをさらに
含むことを特徴とする前記３０．に記載の方法。
３２．前記固定要素が漂白剤を含むことを特徴とする前記３０．に記載の方法。
３３．前記画像受容層がセルロースアセテートブチレートを含むことを特徴とする前記３
０．に記載の方法。
３４．前記画像受容層がセルロースアセテートプロピオネートを含むことを特徴とする前
記３０．に記載の方法。
３５．前記セルロースエステル組成物が約１２０～約２２０℃の範囲の融点を有すること
を特徴とする前記３０．に記載の方法。
３６．前記セルロースエステル組成物が約９０～約１５０℃の範囲のガラス転移温度を有
することを特徴とする前記３０．に記載の方法。
３７．前記セルロースエステル組成物の分子量範囲が約５，０００～約１５０，０００ダ
ルトンの範囲であることを特徴とする前記３０．に記載の方法。
３８．前記カプロラクトンポリマー組成物対前記セルロースエステル組成物の比が約７：
３以上であることを特徴とする前記３０．に記載の方法。
３９．前記転写物質が着色材を含むことを特徴とする前記３０．に記載の方法。
４０．前記転写物質が近赤外染料をさらに含むことを特徴とする前記３０．または３２．
に記載の方法。
４１．前記転写物質が顔料粒子を含むことを特徴とする前記３０．に記載の方法。
４２．前記３０．に記載の画像様に露光された集成体から供与体要素の支持体を分離させ
て画像化受容体の画像化表面を露出させる工程と、前記画像化受容体を透過性基材に接合
させてカラーフィルターを形成する工程とを含むことを特徴とするカラーフィルターの作
製方法。
４３．前記４２．に記載の方法により作製されたカラーフィルターを、導電性コーティン
グ、液晶材料、および配向層と関連づける工程を含むことを特徴とする液晶ディスプレイ
デバイスの作製方法。
【実施例】
【０１０２】
　別段の記載がないかぎり、組成のパーセントはすべて、重量基準である。引用した物質
は、以下の供給元から入手することができる。
　トネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７ポリカプロラクトン（ＣＡＳ［２４９８０－
４１－４］）
　　コネチカット州ダンベリーのユニオン・カーバイド・カンパニー（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａ
ｒｂｉｄｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｄａｎｂｕｒｙ，ＣＴ）またはミシガン州ミッドランドの
ダウ・ケミカル・カンパニー（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｍｉｄｌａ
ｎｄ，ＭＩ）
　カパ（ＣＡＰＡ）（登録商標）６５０ポリカプロラクトン（ＣＡＳ［２４９８０－４１
－４］）
　　英国ウォリントンのソルベイ（Ｓｏｌｖａｙ，Ｗａｒｒｉｎｇｔｏｎ，Ｅｎｇｌａｎ
ｄ）
　ＣＡＢ（ＣＡＳ［９００４－３６－８］）セルロースアセテートブチレートポリマー系
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列
　　テネシー州キングスポートのイーストマン・ケミカル・カンパニー（Ｅａｓｔｍａｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）
　ＣＡＰ（ＣＡＳ［９００４－３９－１］）セルロースアセテートプロピオネートポリマ
ー系列
　　テネシー州キングスポートのイーストマン・ケミカル・カンパニー（Ｅａｓｔｍａｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）
　ブルックフィールド（ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ）（登録商標）粘度計
　　マサチューセッツ州ミドルボローのブルックフィールド・エンジニアリング・ラボラ
トリーズ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ
，Ｉｎｃ．，Ｍｉｄｄｌｅｂｏｒｏ，ＭＡ）
　エルバックス（ＥＬＶＡＸ）（登録商標）３１２４　押出可能なエチレン－ビニルアセ
テートコポリマー樹脂
　　本願特許出願人
　クロナール（ＣＲＯＮＡＲ）（登録商標）４７１Ｘ　二軸配向された熱セットポリエチ
レンテレフタレートフィルム
　　本願特許出願人
　トレデガー（Ｔｒｅｄｅｇａｒ）ＴＳＭ（両面マット）ポリエチレン
　　インディアナ州テラフートのトレデガー（Ｔｒｅｄｅｇａｒ，Ｔｅｒｒａ　Ｈａｕｔ
ｅ，ＩＮ）
　ルストロ・グロス（Ｌｕｓｔｒｏ　Ｇｌｏｓｓ）＃１００紙、ＬＯＥ紙
　　メイン州ウェストブルックのワーナー（Ｗａｒｎｅｒ　Ｐａｐｅｒ，Ｗｅｓｔｂｒｏ
ｏｋ，ＭＥ）
　テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）（ＣＡＳ１０９－９９－９）
　　ミズーリ州セントルイスのシグマ・アルドリッチ・ケミカル・カンパニー（Ｓｉｇｍ
ａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）
　アセトン（ＣＡＳ６７－６４－１）
　　ミズーリ州セントルイスのシグマ・アルドリッチ・ケミカル・カンパニー（Ｓｉｇｍ
ａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）
　カイナー（ＫＹＮＡＲ）（登録商標）２８０１ヘキサフルオロプロピレン－ビニリデン
ポリマー（ＣＡＳ９０１１－１７－０）、
　　本願特許出願人
　マクロメルト（ＭＡＣＲＯＭＥＬＴ）（登録商標）６９００、ポリアミドポリマー（Ｃ
ＡＳ　７０９８３－７６－５）
　　独国デュッセルドルフのヘンケル・グループ（Ｈｅｎｋｅｌ　Ｇｒｏｕｐ，Ｄｕｅｓ
ｓｅｌｄｏｒｆ，Ｇｅｒｍａｎｙ）
　タイリル（ＴＹＲＩＬ）（登録商標）１００、スチレンアクリロニトリルポリマー（Ｃ
ＡＳ００９００３－５４－７）
　　ミシガン州ミッドランドのダウ・ケミカル・カンパニー（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
，Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ）
　スタイロン（ＳＴＹＲＯＮ）（登録商標）６１５スチレンポリマー（ＣＡＳ００９００
３－５３－６）
　　ミシガン州ミッドランドのダウ・ケミカル・カンパニー（Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
，Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ）
　供与体要素：ブラック供与体要素Ｈ７１０８１、マゼンタ供与体要素Ｈ７１０１４、シ
アン供与体要素Ｈ７０９８０、イエロー供与体要素Ｈ７１０３０
　　本願特許出願人、デュポン・エレクトロニクス・アンド・コミュニケーションズ・テ
クノロジーズ（ＤｕＰｏｎｔ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）
　画像固定層：ＩＲＬ　Ｈ７４８８９
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　　本願特許出願人、デュポン・エレクトロニクス・アンド・コミュニケーションズ・テ
クノロジーズ（ＤｕＰｏｎｔ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ
ｉｏｎｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）
【０１０３】
　以下の実施例により、本明細書に記載の特定の方法および製品を具体的に示す。全体を
通じて、別段の記載がないかぎり、温度はすべて℃であり、パーセントはすべて重量パー
セントである。
【０１０４】
　　（実施例１）
　ポリカプロラクトンのトネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７（８．４グラム）をセ
ルロースエステルＣＡＰ３８１－２（３．６グラム）およびテトラヒドロフラン（８８グ
ラム）と攪拌しながら組み合わせ、テトラヒドロフラン中の固形分１２重量％の７０：３
０トネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７：ＣＡＢ３８１－２の第１のブレンドを生成
させた。完全に溶解されたブレンドは、ブルックフィールド（ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ）（
登録商標）粘度計（スピンドル＃３１、速度３０ＲＰＭ、室温）により測定したとき、３
４４センチポアズの粘度を有していた。クロナール（ＣＲＯＮＡＲ）（登録商標）４７１
Ｘ下側ベース支持体上に１．２５ミル層の溶融押出エルバックス（ＥＬＶＡＸ）（登録商
標）３１２４剥離層を有してなる受容体層支持体上に４５ｍｇ／ｄｍ２のコーティング重
量になるように＃２２巻線ロッドでブレンドをコーティングした。コーティングされたブ
レンドを、ヒートガンにより生成された加熱空気のストリームで乾燥させて、受容体層支
持体上に乾燥ブレンドの画像受容層を含む画像受容要素を得た。約８２℃（１８０°Ｆ）
の熱および約８００±４００ｐｓｉの圧力の下で、画像受容層をトレデガー（Ｔｒｅｄｅ
ｇａｒ）ＴＳＭポリエチレンでエンボス加工して表面にテクスチャーを設けた。
【０１０５】
　ブラック、シアン、マゼンタ、およびイエローの供与体要素（ブラック供与体要素Ｈ７
１０８１、マゼンタ供与体要素Ｈ７１０１４、シアン供与体要素Ｈ７０９８０、イエロー
供与体要素Ｈ７１０３０）、ならびにそのように調製された画像受容体要素を、ブリティ
ッシュコロンビア州バンクーバーのクレオ（Ｃｒｅｏ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｔｒｅｎｄｓ
ｅｔｔｅｒ）製のクレオ・スペクトラム・トレンドセッター（Ｃｒｅｏ，Ｖａｎｃｏｕｖ
ｅｒ，ＢＣ）のカセット中に配置し、さまざまな条件下で逐次的に画像化して最適設定値
を決定した。ドラム速度は、約１４０～２３０ＲＰＭで変化させ、ワット数は、９～１６
ワットで変化させ、そしてＳＤは、６０～７５で変化させた。Ｔｒｅｎｄｓｅｔｔｅｒに
接続されたコンピューターは、４つのプロセスカラー（イエロー、マゼンタ、シアン、お
よびブラック）を表すディジタルデータファイルを含んでいた。
【０１０６】
　各対応する色を表すディジタル画像データファイルを用いて、この画像形成装置により
、最終的な別々の画像受容体要素上に裏読み形態で、レーザーで生成させた４色熱ディジ
タルハーフトーン画像（プルーフ）を作製した。この４色画像化受容体要素は、オリジナ
ル画像受容体要素の組込みおよび除去を行って４つの別々のレーザー適性集成体を形成す
ることにより得たものであった。露光は、約２５０ｍＪ／ｃｍ２のレーザーフルエンスで
行った。
【０１０７】
　ウォータープルーフ（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ）（登録商標）キャリアプレート（本願特
許出願人）を用いて、画像固定要素の熱可塑性ポリマー層を画像に直接接触させた状態で
、カラー画像を覆うようにＩＲＬ　Ｈ７４８８９画像固定要素を配置した。ラミネーショ
ンを行う前にウォータープルーフ（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ）（登録商標）アンチスタチッ
ク・ブラッシュ（Ａｎｔｉｓｔａｔｉｃ　Ｂｒｕｓｈ）（本願特許出願人）で画像固定要
素を平滑化させることにより、層間のすべて空気を確実に除去するように留意した。次の
設定値（１２０℃トップロール、１１５℃ボトムロール；１５０＃；８００ｍｍ／分）で
ウォータープルーフ（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ）（登録商標）ラミネーター（本願特許出願
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人）を用いて、この「サンドイッチ」構造体を積層一体化せた。その後、画像固定要素支
持体をサンドイッチ体から取り除いて、画像固定要素の熱可塑性ポリマー層と画像受容体
要素上の画像受容層との間に挟置された４色ディジタル画像を残存させた。
【０１０８】
　熱可塑性ポリマー層を下向きにして上記のサンドイッチ構造体をパーマネント基材（ル
ストロ・グロス（Ｌｕｓｔｒｏ　Ｇｌｏｓｓ）＃１００紙）の上面に配置し、紙設定値（
１２０℃トップロール、１１５℃ボトムロール；４５０＃；６００ｍｍ／分）を用いて標
準的ウォータープルーフ（ＷＡＴＥＲＰＲＯＯＦ）（登録商標）ラミネーターによりラミ
ネートした。サンドイッチ体を冷却させた後（約５分間）、受容体支持体を取り除き、画
像を室温にさらに５～１０分配置して、きわめて耐久性のある４色ハーフトーンドット熱
画像を紙上に得た。
【０１０９】
　　（実施例２～８）
　ＣＡＰ３８１－２の代わりに表２に示されるセルロースエステルを実施例１のときと同
様に使用し、画像受容要素の他の好ましい実施形態を形成した。ブレンド２～８を用いて
、それぞれ、実施例２～８を形成した。３グラムのセルロースエステルを７グラムのトネ
（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７および９０グラムのテトラヒドロフランとブレンド
して、テトラヒドロフラン中の固形分１０重量％の７０：３０トネ（ＴＯＮＥ）（登録商
標）Ｐ－７８７：セルロースエステルブレンドを形成した。
【０１１０】
【表１】

【０１１１】
　　（実施例９）
　ポリカプロラクトンのトネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７（６．０グラム）をセ
ルロースエステルＣＡＰ　３８１－２（６．０グラム）およびテトラヒドロフラン（８８
グラム）と攪拌しながら組み合わせ、テトラヒドロフラン中の固形分１２重量％の５０：
５０トネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７８７：ＣＡＢ３８１－２の第１のブレンドを生
成させた。完全に溶解されたブレンドは、ブルックフィールド（ＢＲＯＯＫＦＩＥＬＤ）
（登録商標）粘度計（スピンドル＃３１、速度３０ＲＰＭ、室温）により測定したとき、
２３９センチポアズの粘度を有していた。実施例１の手順を繰り返して、許容しうる画像
形成品質の耐久性４色ハーフトーンドット熱画像を紙上に得た。
【０１１２】
　　（比較例）
　表３に示されたポリマーを溶媒（指定の）と共にトネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－７
８７とのブレンド（記載がなければ１００％ポリマー、たとえば、比較例６－Ｃ、７－Ｃ
）として使用し、実施例１の手順により画像受容要素および最終製品を作製した。たとえ
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ば、比較例１－Ｃでは、３部のポリスチレンを７部のトネ（ＴＯＮＥ）（登録商標）Ｐ－
７８７および９０部テトラヒドロフランと組み合わせて固形分１０％のブレンドを取得し
、これを用いて実施例１の手順により画像受容要素を作製した。
【０１１３】
【表３】

【０１１４】
　比較例１－Ｃ～４－Ｃでは、引掻傷および表面損傷に対する抵抗性が許容できないほど
劣っていることが容易に観察された。
【０１１５】
　　（結果）
　実施例と比較例で作製した最終製品（紙上の４色ハーフトーンドット熱画像）の性能を
評価した。性能を等級づけする一方法では、「＋＋」の等級は優れた品質を表し、「＋」
は非常に良好であることを表し、「０」は許容しうる性能を表し、「－」はいくらかの改
良を必要とすることを表し、そして「－－」は、非常に劣った性能を表す。
【０１１６】
　一評価では、最終製品をブロッキング試験にかけた。ブロッキングとは、物品の外表面
が他の表面（とりわけそれ自体の表面）に付着する傾向である。試験は、面同士を対向さ
せて（Ｆ対Ｆ、ここで、各面は、画像受容層（２２）の非画像受容境界面（２４）である
）、面をＬＯＥ紙に対向させて（Ｆ対ＬＯＥ）、および１平方インチあたり１ポンドの荷
重を加えてまたは加えずに、作製されたスタックよりなるものであった。摂氏４０度、相
対湿度５０％（ＲＨ）で、サンプルを接触状態で２４時間保持した。その後、それらを引
き剥がしてスタックを分離させ、分離に必要とされる力および面の品質（平滑性、透過性
）を観察することにより、スタックのブロッキングを評価した。ＡＳＴＭ　Ｄ１１４６－
８８「潜在的固着性層のブロッキングポイントを調べる標準的方法（Ｓｔａｎｄａｒｄ　
Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｐｏｔｅｎｔｉａｌｌｙ
　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｌａｙｅｒｓ）」、ＡＳＴＭ　Ｄ－９１８－９９「紙および板紙の
ブロッキング抵抗性を調べる標準的試験法（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ
　ｆｏｒ　Ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ｐａｐｅｒ　ａｎｄ　Ｐａ
ｐｅｒｂｏａｒｄ）」、ＡＳＴＭ　Ｄ４９４６－８９（１９９９）「建築用ペイントのブ
ロッキング抵抗性を調べる標準的試験法（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　
ｆｏｒ　Ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒａｌ
　Ｐａｉｎｔｓ）」、またはＡＳＴＭ　Ｄ３００３－０１「金属基材上の有機コーティン
グの圧力モットリングおよびブロッキング抵抗性を調べる標準的試験法（Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｍｏｔｔｌｉｎｇ　ａｎｄ　
Ｂｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ　
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ｏｎ　Ｍｅｔａｌ　Ｓｕｂｓｔｒａｔｅｓ）」に詳述されているような方法によっても、
ブロッキングの性質を試験することができる。
【０１１７】
　他の試験では、ＡＳＴＭ　Ｄ－３３６３－７４に記載されている正確に規定された方法
により、硬度値を徐々に増大させた鉛筆の芯を、１本の鉛筆の芯がフィルムコーティング
の表面を貫通切断するまで、フィルムコーティング表面に押圧した。フィルムコーティン
グ表面を切断することもまたは損傷を与えることもない最も硬い鉛筆のグレードを表面硬
度と見なした。次のように、最も柔らかいものから最も硬いものに向かって順に鉛筆の芯
を報告した。６Ｂ、５Ｂ、４Ｂ、３Ｂ、２Ｂ、Ｂ、ＨＢ、Ｆ、Ｈ、２Ｈ、３Ｈ、４Ｈ、５
Ｈ、６Ｈ、７Ｈ、８Ｈ、および９Ｈ。
【０１１８】
【表４】

【０１１９】
　ブロッキングの結果は、実施例１および実施例９が、比較例５－Ｃよりも改良され、比
較例６－Ｃよりもかなり改良されることを示している。
【０１２０】

【表５】

【０１２１】
　表５の鉛筆硬度の結果は、実施例１が、比較例６－Ｃと比較して、とりわけ、比較例５
－Ｃと比較して、改良された引掻傷抵抗性をもち、したがって、より耐久性があることを
示している。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】供与体要素支持体（１１）と、エジェクション層（１２）、加熱層（１３）を含
む、コーティング可能な表面を有するベース要素と、供与体層（１４）とを有する、本発
明に有用な供与体要素（１０）を例示する。
【図２】受容体支持体（２１）と、画像受容表面（２３）と非画像受容境界面（２４）と
を有する画像受容層（２２）とを有する、本発明に有用な受容体要素（２０）を例示する
。
【図３】剥離表面（３１）を有する固定支持体と熱可塑性ポリマー層（３４）とを有する
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、本発明に有用な画像固定要素（３０）を例示する。
【図４】画像受容表面（２３）で画像受容層（２２）に隣接した供与体層（１４）を有す
るサンドイッチ体を形成する、受容体要素（２０）に接触した供与体要素（１０）を例示
する。
【図５】図４のサンドイッチ体を露光してから供与体要素と受容体要素とを分離させるこ
とにより得られる、画像受容層（２２）の画像受容表面（２３）上に存在する画像（１４
ａ）を有する受容体要素（２０）を例示する。
【図６】着色画像（１４ａ）を熱可塑性ポリマー層（３４）と画像受容層（２２）との間
に挟置した状態で着色画像（１４ａ）を表面上に有する画像受容層（２２）の画像受容表
面（２３）に隣接する画像固定要素（３０）を例示する。
【図６Ａ】剥離表面（３１）を有する固定支持体を取り除いた後の図６のサンドイッチ体
を例示する。
【図７】熱可塑性ポリマー層（３４）を紙に隣接した状態で図６Ａに示されるサンドイッ
チ体をパーマネント基材（４０）（たとえば、紙）にラミネートすることにより得られる
サンドイッチ体を例示する。
【図８】受容体支持体（２１）を画像受容層（２２）から分離させて非画像受容境界面（
２４）を環境に露出させたときに形成される最終要素（たとえば、印刷プルーフ）を例示
する。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】
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